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論文の内容の要旨

　高等植物の種ごとの生殖様式は，強い他殖性から強い自殖性まで種問差異が大きく，種内変異も多様であり，さ

らに自殖性の高い植物種ほど胚珠（O）あたりの花粉生産量（P）〔P／0比〕が小さいことも知られている。また，

常に完全他殖性や完全自殖性を示す植物種は皆無に等しく，多くの植物種は他殖種子と自殖種子をさまざまな割

合で結実する不完全他殖性あるいは不完全自殖性であるといわれている。不完全他殖性や不完全自殖性の植物は

他殖による個体のヘテロ性増大と自殖による個体のホモ化促進という両方の機構を備えており，変動する環境で

は完全他殖性や完全自殖性の植物に較べて適応的であるものと推測される。

　ところで，アブラナ属複二倍体植物のカラシナ類は不完全自殖性といわれているが，これまで生殖様式の詳細

は不明確であった。しかし，カラシナ類は野菜や油料作物として重要であり，効率的な育種と採種のためには，生

殖様式の適応と分化に関する生殖生物学的研究が不可欠である。

　そこで本研究では，カラシナ類に関して，（1）生殖様式の実態と晶種間差異の解明，（2）胚珠と花粉の結実能

力の検定，（3）生殖様式に関与する諸形質の解析，（4）自殖性の低い晶種を花粉媒介者排除下で継代栽培するこ

とによる生殖様式の変化の実態解明という4つの観点から生殖生物学的に追究した。

　第1章「生殖様式の実態と晶種聞差異の解明」では，中国・日本・タイのカラシナ類21晶種を供試し，生殖様

式すなわち，自殖性を支配する2要因（花粉媒介者排除下での自動的な自家受粉能力である自動自家受粉能力と，

自家花粉での受精・結実程度である自家和合性程度）を追究した。その結果，自家和合性程度の1指標となる人

工自家受粉結実率の各晶種の平均は51．4％から884％，自動自家受粉能力の1指標となる自動自家受粉結実率は

324％から70－8％であり，かなりの品種間差異が見られ，自殖性の最も低い晶種はタイの「㎞ockout」で，最も高

い晶種は申国の「瘤子芥」であることが分かった。また，自殖性の低い晶種では，高い晶種に比べて諸花器形質

の個体間差異が大きいことが明らかとなった。

　第2章「胚珠と花粉の結実能力の検定」では，生殖様式を詳細に追究する基礎として，自殖性の最も低いタイ

の品種「Knockout」と最も高い中国の晶種「瘤子芥」を供試し，花の齢による胚珠と花粉の結実能力の差異なら

びに受粉花粉の種類による胚珠の結実能力の差異を，自動自家受粉，多量花粉による人工自家受粉，多量花粉に

よる人工自家受粉および晶種間人工他家受粉によって検定した。その結果，開花2日以後の胚珠や花粉による結

実率は徐々に減少したが，花粉が菊上に残存する開花後3～4日までは胚珠も花粉も結実可能であり，「Knockout」

一759一



は「瘤子芥」よりも胚珠と花粉の結実能力が低いことが分かった。したがって，胚珠と花粉の結実能力には晶種

聞差異があるため，結実率を晶種聞で比較する際には各晶種の結実能力を考慮する必要があることが分かった。

　第3章「生殖様式に関与する諸形質の解析」では，タイの晶種「Knock㎝t」と中国の晶種「瘤子芥」を供試し，

自家和合性程度と自動自家受粉能力の簡便かつ正確な評価法を確立した。また，生殖様式がP／0比に及ぼす作用

を解析するため，自家和合性程度と自動自家受粉能力などの生殖様式とP／0比の関係を追究した。その結果，①

自家和合性程度の評価には人工自家受粉結実率を人工他家受粉結実率（胚珠の結実能力の目安）で割る算出法，②

自動自家受粉能力の評価には自動自家受粉結実率を自家和合性程度で割る算出法が実用的であることを確認でき

た。これらの方法で解析した結果，「Knock㎝t」の自殖性が低い原因は，自家和合性程度が約O．8と高いのに自動

自家受粉能力が約O．04と著しく低いためであることがわかった。また，P／0比は，自家和合性程度とは関連がうす

く自動自家受粉能力が高ければ低いことが分かった。

　第4章「自殖性の低い晶種を花粉媒介者排除下で継代栽培することによる生殖様式の変化の実態解明」では，タ

イの晶種「Knockout」を自動自家受粉採種で継代栽培して生殖様式と生育特性の変化を解析した。原集団の申で

結実率が申程度の個体に始まり，各世代とも結実率が高い個体を選抜して継代したところ，第4代で自殖性の高

い系統が得られ，この庫因は自動自家受粉能力の向上であった。それに付随して自殖性が高い系統は低い系統よ

りも開花が早く，草丈が高いなど生育特性の変化もみられた。第4代で自殖性の高い1個体から自動自家受粉，人

工自家受粉および人工他家受粉で得た第5代では，自動自家受粉採種した系統だけが高い自動自家受粉能力を示

したが，この系統は自家和合性程度が低くなる傾向があった。また，第5代で自殖性の高い1個体から自動自家

受粉または人工自家受粉で継代した第6代系統間で自殖性程度が変化し，これに伴いP／O比も変化したが，特に

自動自家受粉能力が向上するとP／0比が低下することが分かった。これらのことから，「Knockout」は自殖性と他

殖性の中間で自動自家受粉能力と自家和合性程度を環境に応じて調節しながら混殖性植物として適応しているも

のと推察された。

　以上，本研究によって，不完全自殖性カラシナ晶種は花粉媒介者の排除など生殖に影響する受粉条件を変化さ

せれば，生殖様式とそれに付随した生育特性を適宜分化させ子孫を確実に残していることが明らかとなった。ま

た，植物の適応と分化について生殖生物学的に追究することは，育種の基礎となる植物遺伝資源の変異の拡大や

安定化を図る上でより効果的な育種法と採種法の確立に役立つことを実証できた。

審査の結果の要旨

　本研究は，不完全自殖性植物と言われていたカラシナ類の生殖様式について，晶種間差異や個体変異が大きく，

受粉条件が変われば各個体が自家和合性程度や自動自家受粉能カを変動させながら適応度を高めていることを明

らかにしたものであり，種々の混殖性植物遺伝資源の維持・増殖や変異の拡大・安定化を図る効果的な育種法と

採種法を確立するうえで有効な幾多の情報を提供した独創的な研究として高く評価される。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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